
 

 

ブドウ栽培 スリーショット 完全ガイド  

  近年、異常気象の影響でスリーショットを使用いただく機会が多くなりました。今回は、ブド

ウの生育ステージに応じた使い方を下記にまとめました。今回紹介する使い方はブドウに限らず

落葉、常緑果樹でも考え方は同じですので、ご参考にしてください。 

 〇展葉～開花、結実期 

  この時期は萌芽した枝を充実させ、花を安定してつけることが重要です。そのため、葉緑素の

元となるマグショットを展葉後から散布し、緑化や光合成を促します。 

７～１０日おき ５００倍 

３回以上散布 

 

 

〇果実肥大期前半 

  果実肥大によりカリ、苦土の移動・利用が活発になるため、欠乏症が葉で多発します。 

 どちらも欠乏すると生育、肥大不良に影響するためマグショット、カリショットで補給します。 

 

７～１０日おき ５００倍 

(混用は1000倍)３回以上散布 

  

〇果実肥大期後半～収穫後 

  石灰の要求量が高くなります。不足すると果実の腐れや日持ちが悪くなるため、ライムショッ

トで補給します。ライムショットはシャインマスカットのかすり症や、近年多発している梨や桃

のみつ症対策にも有効です。また、収穫後に葉色が薄く早期落葉が懸念される場合はマグショッ

トを散布してください。 

 

７～１０日おき ５００倍 

(混用は1000倍)３回以上散布 

 

 

 

公式YouTube ﾁｬﾝﾈﾙ＆LINE登録お願いします。 
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